
第17回 くまもと「水」検定 ２級試験問題

（禁無断転載）

試 験 問 題 用 紙
令和 7年（2025年）12 月 7 日（日）　試験時間 90 分

（受験者への注意事項）

① 試験開始の合図があるまで、この試験問題用紙は開けないでください。 

② 解答用紙への「受験番号・氏名」の記入は、配布後に合図があってから
始めてください。 

③ 解答はすべて「解答用紙」の指定された箇所に記入してください。 

④ 解答は、ア・イ・ウ・エ・オの５つの選択肢の中から１つ選び、解答用
紙の該当する選択肢を○印で囲んでください。１つの問題に対し、２つ以
上の○印がある場合は無効とします。 

⑤ 解答用紙への記入は、黒色鉛筆または黒色シャープペンシルを使用して
ください。 

⑥ 試験問題の内容に関する質問には、一切お答えできません。 

⑦ 問題数は全５０問で１００点満点とし、７０点以上で合格とします。 

⑧ 試験開始後３０分間及び試験終了前１０分間は退室できません。 

⑨ 試験の途中で退室する場合は、手を挙げて試験監督に合図し、解答用紙
が回収されてから速やかに退室してください。ただし、試験室への再入室
は原則できません。 

⑩ 試験終了後、この問題用紙は持ち帰ることができます。なお、解答用紙
は試験後回収します。

熊本市
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問1　平
へい

成
せい

20年
ねん

（2008年
ねん

）に環
かん

境
きょう

省
しょう

が全
ぜん

国
こく

から「平
へい

成
せい

の名
めい

水
すい

百
ひゃく

選
せん

」を選
えら

び
ました。熊

くま

本
もと

市
し

から と金
きん

峰
ぼう

山
ざん

湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

が選
えら

ばれました。 に入
はい

る名
めい

称
しょう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　平
ひら

井
い

戸
ど

水
すい

源
げん

イ　水
すい

前
ぜん

寺
じ

江
え

津
づ

湖
こ

湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

ウ　小
おの

野
の

泉
せん

水
すい

公
こう

園
えん

エ　八
は

景
けの

水
み

谷
や

オ　泰
たい

勝
しょう

寺
じ

跡
あと

問２　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

の阿
あ

蘇
そ

火
か

砕
さい

流
りゅう

堆
たい

積
せき

物
ぶつ

（Ａ
あ そ

ＳＯ1～4）は、4度
ど

の大
おお

きな噴
ふん

火
か

によりできました。この噴
ふん

火
か

は約
やく

何
なん

万
まん

年
ねん

前
まえ

に起
お

きたものでしょう。

ア　約
やく

27万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

9万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて

イ　約
やく

27万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

12万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて

ウ　約
やく

27万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

14万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて

エ　約
やく

14万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

9万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて

オ　約
やく

14万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

12万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて

問３　加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

が行
おこな

ったとされる主
おも

な治
ち

水
すい

・利
り

水
すい

事
じ

業
ぎょう

と水
すい

系
けい

の組
く

み合
あ

わせで、
正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　鼻
はな

ぐり井
い

手
で

 － 菊
きく

池
ち

川
がわ

水
すい

系
けい

イ　横
よこ

島
しま

石
いし

塘
ども

 － 白
しら

川
かわ

水
すい

系
けい

ウ　江
え

津
づ

塘
ども

 － 緑
みどり

川
かわ

水
すい

系
けい

エ　萩
はぎ

原
わら

堤
づつみ

 － 緑
みどり

川
かわ

水
すい

系
けい

オ　瀬
せ

田
た

下
した

井
い

手
で

堰
せき

 － 球
く

磨
ま

川
がわ

水
すい

系
けい

問４　水
すい

前
ぜん

寺
じ

成
じょう

趣
じゅ

園
えん

の「成
じょう

趣
じゅ

園
えん

」の名
な

は、陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩
し

からつけられました。
名
な

づけたのは誰
だれ

でしょう。

ア　細
ほそ

川
かわ

藤
ふじ

孝
たか

（幽
ゆう

斎
さい

）

イ　細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

興
おき

（三
さん

斎
さい

）

ウ　細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

利
とし

エ　細
ほそ

川
かわ

綱
つな

利
とし

オ　細
ほそ

川
かわ

重
しげ

賢
かた
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問５　熊
くま

本
もと

市
し

では、熊
くま

本
もと

で古
ふる

くから栽
さい

培
ばい

されてきたものや、食
しょく

文
ぶん

化
か

にかかわる
もの、地

ち

名
めい

や歴
れき

史
し

にちなむものなど15品
ひん

目
もく

を「ひご野
や

菜
さい

」として指
し

定
てい

し
ています。ひご野

や

菜
さい

の名
な

前
まえ

で頭
あたま

に水
すい

前
ぜん

寺
じ

がつかないものは、次
つぎ

のうちどれ
でしょう。

ア　のり　　

イ　せり　

ウ　もやし　　

エ　菜
な

　　

オ　ねぎ

問６　「お酒
さけ

の神
かみ

様
さま

」こと野
の

白
じろ

金
きん

一
いち

は、良
りょう

質
しつ

な地
ち

下
か

水
すい

で生
せい

産
さん

される熊
くま

本
もと

の清
せい

酒
しゅ

づくりに尽
じん

力
りょく

し、吟
ぎん

醸
じょう

酒
しゅ

づくりにかかせない「 酵
こう

母
ぼ

」の開
かい

発
はつ

に成
せい

功
こう

し、全
ぜん

国
こく

に普
ふ

及
きゅう

させました。 に入
はい

る名
めい

称
しょう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　熊
くま

本
もと

　　　

イ　赤
あか

酒
ざけ

　　　

ウ　肥
ひ

後
ご

　　　

エ　お国
くに

酒
さけ

　　　

オ　野
の

白
じろ

問７　平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の女
じょ

流
りゅう

歌
か

人
じん

「桧
ひ

垣
がき

」は白
しら

川
かわ

のほとりに住
す

み、岩
いわ

戸
と

観
かん

音
のん

に日
にっ

参
さん

しました。桧
ひ

垣
がき

が拝
おが

んだという岩
いわ

戸
と

観
かん

音
のん

は、現
げん

在
ざい

、あるお寺
てら

に祀
まつ

られてい
ます。このお寺

てら

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　雲
うん

巌
がん

禅
ぜん

寺
じ

　　　

イ　成
じょう

道
どう

寺
じ

　　　

ウ　蓮
れん

台
だい

寺
じ

　　　

エ　天
てん

福
ぷく

寺
じ

　　　

オ　泰
たい

勝
しょう

寺
じ
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問８　大
たい

正
しょう

13年
ねん

（1924年
ねん

）に給
きゅう

水
すい

を始
はじ

めた八
は

景
けの

水
み

谷
や

水
すい

源
げん

地
ち

には、当
とう

時
じ

の送
そう

水
すい

ポンプ場
じょう

の建
たて

物
もの

が昔
むかし

のままの姿
すがた

で残
のこ

っています。国
くに

の有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に登
とう

録
ろく

さ
れているこの建

たて

物
もの

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　水
すい

道
どう

記
き

念
ねん

館
かん

イ　水
すい

道
どう

送
そう

水
すい

館
かん

　　

ウ　水
すい

道
どう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

　　

エ　水
すい

道
どう

技
ぎ

術
じゅつ

館
かん

　　

オ　水
みず

の科
か

学
がく

館
かん

問９　江
え

津
づ

湖
こ

に生
せい

息
そく

する生
せい

物
ぶつ

に関
かん

する説
せつ

明
めい

のうち、正
ただ

しいものはどれでしょう。

ア　外
がい

来
らい

種
しゅ

であるヒラモが多
おお

く生
せい

育
いく

しています。

イ　熊
くま

本
もと

市
し

ではドローンによる指
し

定
てい

外
がい

来
らい

魚
ぎょ

の駆
く

除
じょ

を進
すす

めています。

ウ　在
ざい

来
らい

種
しゅ

のボタンウキクサが生
せい

息
そく

しています。

エ　バラタナゴは外
がい

来
らい

種
しゅ

との雑
ざっ

種
しゅ

化
か

などにより、絶
ぜつ

滅
めつ

が危
き

惧
ぐ

されています。

オ　江
え

津
づ

湖
こ

ではカワセミを見
み

かけることはありません。

問１０　平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の後
ご

撰
せん

和
わ

歌
か

集
しゅう

や新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

で知
し

られる女
じょ

流
りゅう

歌
か

人
じん

「桧
ひ

垣
がき

」が
使
つか

っていたとされている井
い

戸
ど

はどこにあるでしょう。

ア　成
じょう

道
どう

寺
じ

　　　

イ　蓮
れん

台
だい

寺
じ

　　　

ウ　八
は

景
けの

水
み

谷
や

　　　

エ　上
かみ

江
え

津
づ

湖
こ

　　　

オ　熊
くま

本
もと

城
じょう

問１１　白
しら

川
かわ

沿
ぞ

いに鹿
しか

にまつわる地
ち

名
めい

があります。鹿
しか

が白
しら

川
かわ

を渡
わた

ったところが
「渡

と

鹿
ろく

」。では鹿
しか

が追
お

い返
かえ

されたところは次
つぎ

のうちどこでしょう。

ア　鹿
かの

子
こ

木
ぎ

　　　　

イ　小
お

鹿
が

　　　　

ウ　土
は

鹿
しか

野
の

　　　

エ　鹿
か

帰
き

瀬
せ

　　　　

オ　山
やま

鹿
が
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問１２　美
み

里
さと

町
まち

の山
さん

間
かん

部
ぶ

を源
みなもと

とする延
えん

長
ちょう

28㎞の一
いっ

級
きゅう

河
か

川
せん

であり、城
じょう

南
なん

町
まち

ではこ
の水

すい

系
けい

の良
りょう

質
しつ

な水
みず

と米
こめ

で作
つく

られた名
めい

酒
しゅ

が生
う

まれています。この河
か

川
せん

の名
めい

称
しょう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　木
き

山
やま

川
がわ

イ　浜
はま

戸
ど

川
がわ

ウ　内
うち

田
だ

川
がわ

　

エ　加
か

勢
せ

川
がわ

オ　無
む

田
た

川
がわ

問１３　熊
くま

本
もと

市
し

に存
そん

在
ざい

する橋
はし

や堰
せき

に関
かん

する説
せつ

明
めい

のうち、誤
あやま

っているものは次
つぎ

のう
ちどれでしょう。

ア　豊
とよ

岡
おか

の眼
め

鏡
がね

橋
ばし

は熊
くま

本
もと

県
けん

で年
ねん

号
ごう

がはっきりしている石
いし

造
づく

り眼
め

鏡
がね

橋
ばし

としては最
もっと

も古
ふる

い石
いし

橋
ばし

です。

イ　井
い

樋
び

橋
ばし

は潤
うるご

川
がわ

流
りゅう

域
いき

のかんがい用
よう

として作
つく

られました。

ウ　渡
と

鹿
ろく

堰
ぜき

は緑
みどり

川
かわ

の水
みず

をせき止
と

め、樋
ひ

門
もん

を通
つう

じて3つの井
い

手
で

に分
ぶん

水
すい

しています。

エ　慶
けい

長
ちょう

8年
ねん

（1603年
ねん

）加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

は、緑
みどり

川
かわ

の河
か

川
せん

工
こう

事
じ

を行
おこな

い、掘
くっ

削
さく

事
じ

業
ぎょう

を完
かん

成
せい

さ

せました。この時
とき

に架
か

設
せつ

した橋
はし

が吞
どん

吐
と

橋
ばし

です。

オ　呑
どん

吐
と

堰
ぜき

跡
あと

には、国
こく

道
どう

3号
ごう

緑
みどり

川
かわ

橋
ばし

上
じょう

流
りゅう

側
がわ

に当
とう

時
じ

の橋
きょう

脚
きゃく

の跡
あと

が残
のこ

っています。

問１４　水
みず

の説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　地
ち

球
きゅう

が誕
たん

生
じょう

したおよそ45億
おく

年
ねん

前
まえ

には、地
ち

表
ひょう

に海
うみ

が存
そんざい

在した。

イ　地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

の総
そう

量
りょう

はおよそ4億
おく

立
りっ

方
ぽう

メートルである。

ウ　地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

の総
そう

量
りょう

のうち、淡
たん

水
すい

はおよそ2.5％程
てい

度
ど

である。

エ　地
ち

球
きゅう

上
じょう

に存
そん

在
ざい

する水
みず

の量
りょう

は地
ち

下
か

水
すい

が一
いち

番
ばん

多
おお

い。

オ　地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

の総
そう

量
りょう

は10億
おく

年
ねん

前
まえ

よりも1.5倍
ばい

に増
ふ

えている。
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問１５　次
つぎ

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

の ① ～ ③ に入
はい

る言
こと

葉
ば

で、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれ
でしょう。

　　　地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

は、太
たい

陽
よう

エネルギーの熱
ねつ

を吸
きゅう

収
しゅう

して海
うみ

などから蒸
じょう

発
はつ

し、大
たい

気
き

中
ちゅう

で雲
くも

となり、雨
あめ

や雪
ゆき

となって地
ち

表
ひょう

に降
ふ

り、川
かわ

を下
くだ

って海
うみ

へそそぎ、再
ふたた

び海
うみ

などから蒸
じょう

発
はつ

します。このような水
みず

の旅
たび

を ① といいます。地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
すい

蒸
じょう

気
き

の約
やく

85％は ② から、残
のこ

り約
やく

15％は ③ などから蒸
じょう

発
はつ

します。

ア　①水
みず

紀
き

行
こう

　　　②河
か

川
せん

・湖
こ

沼
しょう

　　　③海
うみ

イ　①水
みず

紀
き

行
こう

　　　②海
うみ

　　　　　　　③陸
りく

地
ち

ウ　①水
みず

循
じゅん

環
かん

　　　②海
うみ

　　　　　　　③河
か

川
せん

・湖
こ

沼
しょう

エ　①水
みず

循
じゅん

環
かん

　　　②海
うみ

　　　　　　　③陸
りく

地
ち

オ　①水
みず

循
じゅん

環
かん

　　　②陸
りく

地
ち

　　　　　　③海
うみ

問１６　次
つぎ

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

の ① ～ ③ に入
はい

る言
こと

葉
ば

で、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれ
でしょう。

　　　「上
じょう

空
くう

で水
すい

蒸
じょう

気
き

が水
すい

滴
てき

となり、氷
こおり

の粒
つぶ

となって大
おお

きくなり下
した

へ落
お

ちてき
ます。日

に

本
ほん

では、直
ちょっ

径
けい

5ミリメートル未
み

満
まん

の氷
こおり

の粒
つぶ

を ① 、5ミリメー
トル以

いじ

上
ょう

の氷
こおり

の粒
つぶ

を ② とよんでいます。 ② は、大
たい

気
き

の状
じょう

態
たい

が不
ふ

安
あん

定
てい

になりやすい、 ③ に発
はっ

生
せい

しやすいです。」

ア　①霰
あられ

　　　②雹
ひょう

　　　③夏
なつ

イ　①雹
ひょう

　　　②霰
あられ

　　　③冬
ふゆ

ウ　①霧
きり

　　　②霰
あられ

　　　③秋
あき

エ　①霧
きり

　　　②雹
ひょう

　　　③冬
ふゆ

オ　①靄
もや

　　　②雹
ひょう

　　　③夏
なつ
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問１７　水
みず

の分
ぶん

子
し

式
しき

「H2O」の名
な

付
づ

け親
おや

となったフランスの化
か

学
がく

者
しゃ

で、墓
ぼ

碑
ひ

に「H2O」
とまで刻

きざ

まれた人
ひと

は次
つぎ

のうち誰
だれ

でしょう。

ア　ホーキング　　　

イ　ニュートン　　

ウ　アインシュタイン　　　

エ　ケプラー　　　

オ　ラボアジェ

問１８　氷
こおり

を水
みず

に入
い

れると、密
みつ

度
ど

に差
さ

があるため氷
こおり

は浮
う

かびます。このとき、水
すい

面
めん

上
じょう

にでている氷
こおり

の体
たい

積
せき

は氷
こおり

全
ぜん

体
たい

のうちどれくらいでしょう。

ア　約
やく

2分
ぶん

の1　　

イ　約
やく

4分
ぶん

の1　　

ウ　約
やく

6分
ぶん

の1　　

エ　約
やく

8分
ぶん

の1　　

オ　約
やく

10分
ぶん

の1

問１９　人
にん

間
げん

の身
しん

体
たい

の3分
ぶん

の2は水
みず

でできていますが、その割
わり

合
あい

は年
ねん

齢
れい

によって
変
へん

化
か

します。赤
あか

ちゃんだと70～80％、成
せい

人
じん

の平
へい

均
きん

で約
やく

60％となります。
では、60歳

さい

以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

、その割
わり

合
あい

はおよそどれくらいでしょう。

ア　約
やく

40％　

イ　約
やく

50％　　

ウ　約
やく

60％　　

エ　約
やく

70％　　

オ　約
やく

80％

問２０　バーチャルウォーターの説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいのは、次
つぎ

の説
せつ

明
めい

のうちどれで
しょう。

ア　輸
ゆ

入
にゅう

した食
しょく

料
りょう

を自
じ

国
こく

内
ない

で作
つく

るとしたら必
ひつ

要
よう

になる仮
か

想
そう

の水
みず

の量
りょう

のこと。

イ　世
せ

界
かい

中
じゅう

の水
すい

生
せい

生
せい

物
ぶつ

にとって不
ふ

足
そく

している水
みず

の量
りょう

のこと。

ウ　人
ひと

が一
いっ

生
しょう

の間
あいだ

に摂
せっ

取
しゅ

する水
みず

の量
りょう

のこと。

エ　氷
ひょう

山
ざん

として存
そん

在
ざい

する氷
こおり

が全
すべ

て溶
と

けた場
ば

合
あい

に生
しょう

じる水
みず

の量
りょう

のこと。

オ　安
あん

心
しん

な水
みず

として飲
の

める水
みず

の量
りょう

のこと。
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問２１　国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

が令
れい

和
わ

4年
ねん

（2022年
ねん

）に発
はっ

表
ぴょう

した「令
れい

和
わ

4年
ねん

版
ばん

・日
に

本
ほん

の水
みず

資
し

源
げん

の現
げん

況
きょう

」によれば、次
つぎ

の国
くに

の内
うち

、世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

の人
じん

口
こう

一
ひ と り

人当
あた

りの水
みず

資
し

源
げん

量
りょう

が日
に

本
ほん

とほぼ同
おな

じ国
くに

はどれでしょう。

ア　カナダ

イ　スウェーデン　　

ウ　ルーマニア

エ　インド　　

オ　フランス

問２２　日
に

本
ほん

は外
がい

国
こく

と比
くら

べて降
こう

水
すい

量
りょう

は多
おお

いものの、一
ひ と り

人あたりの水
みず

資
し

源
げん

量
りょう

は決
けっ

し
て豊

ゆた

かな国
くに

とはいえません。その理
り

由
ゆう

の1つは次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　山
さん

地
ち

が少
すく

ないから。　　

イ　海
うみ

に囲
かこ

まれているから。　　

ウ　水
すい

田
でん

が多
おお

いから。　　

エ　人
じん

口
こう

密
みつ

度
ど

が高
たか

いから。

オ　川
かわ

の長
なが

さが長
なが

いから。

問２３　日
に

本
ほん

の水
みず

事
じ

情
じょう

に関
かん

する説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。
ア　世

せ

界
かい

の川
かわ

と比
くら

べると勾
こう

配
ばい

（高
こう

低
てい

差
さ

）が小
ちい

さい。

イ　日
に

本
ほん

の水
みず

利
り

用
よう

の中
ちゅう

心
しん

は河
か

川
せん

水
すい

で、全
ぜん

体
たい

の水
みず

使
し

用
よう

量
りょう

の9割
わり

近
ちか

くを占
し

めている。

ウ　年
ねん

間
かん

平
へい

均
きん

降
こう

水
すい

量
りょう

は世
せ

界
かい

平
へい

均
きん

の約
やく

5倍
ばい

に相
そう

当
とう

する。

エ　年
ねん

間
かん

を通
とお

して常
つね

に一
いっ

定
てい

の降
こう

雨
う

があり、季
き

節
せつ

変
へん

動
どう

は小
ちい

さい。

オ　日
に

本
ほん

のダムはアメリカやエジプトのダムと比
くら

べて、規
き

模
ぼ

がとても大
おお

きい。

問２４　日
に

本
ほん

の水
みず

の利
り

用
よう

状
じょう

況
きょう

や渇
かっ

水
すい

及
およ

び洪
こう

水
ずい

の発
はっ

生
せい

状
じょう

況
きょう

について、誤
あやま

っている
ものはどれでしょう。

ア　日
に

本
ほん

の水
みず

使
し

用
よう

量
りょう

は人
じん

口
こう

増
ぞう

加
か

や経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

に伴
ともな

い、増
ぞう

加
か

してきました。

イ　日
に

本
ほん

では降
こう

雨
う

による水
みず

資
し

源
げん

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

が利
り

用
よう

されないまま、海
うみ

に流
りゅう

出
しゅつ

しています。

ウ　日
に

本
ほん

で1年
ねん

間
かん

に使
し

用
よう

される水
みず

の量
りょう

は、生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

が最
もっと

も多
おお

いとされています。

エ　平
へい

成
せい

11年
ねん

（1999年
ねん

）に福
ふく

岡
おか

市
し

で大
おお

雨
あめ

によって、大
たい

量
りょう

の河
か

川
せん

水
すい

が地
ち

下
か

街
がい

に流
なが

れ

込
こ

んで “都
と

市
し

型
がた

水
すい

害
がい

” が発
はっ

生
せい

しました。

オ　平
へい

成
せい

6年
ねん

（1994年
ねん

）に列
れっ

島
とう

渇
かっ

水
すい

が発
はっ

生
せい

しました。
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問２５　古
こ

代
だい

から中
ちゅう

世
せい

までの水
すい

道
どう

は、単
たん

に飲
いん

料
りょう

に適
てき

した水
みず

を高
こう

低
てい

差
さ

によって導
どう

水
すい

・配
はい

水
すい

するものでしたが、享
きょう

和
わ

4年
ねん

（1804年
ねん

）、ある国
くに

で初
はじ

めて上
じょう

水
すい

道
どう

にろ過
か

浄
じょう

水
すい

施
し

設
せつ

が設
せっ

置
ち

されました。この国
くに

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　フランス　　

イ　日
に

本
ほん

　　

ウ　ドイツ　　

エ　イタリア　　

オ　イギリス

問２６　熊
くま

本
もと

市
し

が主
おも

に行
おこな

っている水
すい

道
どう

水
すい

の浄
じょう

水
すい

方
ほう

法
ほう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

をそのまま利
り

用
よう

しています。

イ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

を高
こう

度
ど

浄
じょう

水
すい

処
しょ

理
り

方
ほう

式
しき

で精
せい

製
せい

して利
り

用
よう

しています。

ウ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

に法
ほう

律
りつ

で定
さだ

められた最
さい

低
てい

量
りょう

の次
じ

亜
あ

塩
えん

素
そ

酸
さん

ナトリウムを加
くわ

えて

利
り

用
よう

しています。

エ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

を緩
かん

速
そく

ろ過
か

方
ほう

式
しき

で精
せい

製
せい

して利
り

用
よう

しています。

オ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

にオゾンを加
くわ

えて利
り

用
よう

しています。

問２７　熊
くま

本
もと

市
し

の水
すい

道
どう

水
すい

はすべて地
ち

下
か

水
すい

でまかなっていますが、その地
ち

下
か

水
すい

は水
すい

源
げん

地
ち

の取
しゅ

水
すい

井
い

戸
ど

から汲
く

み上
あ

げています。では、熊
くま

本
もと

市
し

の水
すい

道
どう

水
すい

供
きょう

給
きゅう

量
りょう

の
約
やく

4分
ぶん

の1をまかなう水
すい

源
げん

地
ち

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　麻
あ

生
そう

田
だ

水
すい

源
げん

地
ち

　　　

イ　沼
ぬ

山
やま

津
づ

水
すい

源
げん

地
ち

　　　

ウ　秋
あき

田
た

水
すい

源
げん

地
ち

　　　

エ　庄
しょう

口
ぐち

水
すい

源
げん

地
ち

　　　

オ　健
けん

軍
ぐん

水
すい

源
げん

地
ち
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問２８　平
へい

成
せい

28年
ねん

（2016年
ねん

）4月
がつ

14日
にち

と16日
にち

に、熊
くま

本
もと

地
ち

方
ほう

を震
しん

源
げん

とする大
おお

地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

しました。地
じ

震
しん

や台
たい

風
ふう

など、災
さい

害
がい

時
じ

の各
かく

家
か

庭
てい

での備
そな

えとしてすすめ
られている飲

いん

料
りょう

水
すい

の備
び

蓄
ちく

量
りょう

の目
め

安
やす

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　１日
にち

１リットル×家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

×１
いち

日
にち

分
ぶん

イ　１日
にち

２リットル×家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

×２
ふ つ か

日分
ぶん

ウ　１日
にち

３リットル×家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

×３
み っ か

日分
ぶん

エ　１日
にち

４リットル×家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

×４
よ っ か

日分
ぶん

オ　１日
にち

５リットル×家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

×５
い つ か

日分
ぶん

問２９　熊
くま

本
もと

市
し

の浄
じょう

化
か

センター（下
げ

水
すい

道
どう

の処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

）では、家
か

庭
てい

などから出
で

た汚
よご

れた水
みず

をきれいな水
みず

にして川
かわ

や海
うみ

に流
なが

しています。熊
くま

本
もと

市
し

の浄
じょう

化
か

センター
で主

おも

に用
もち

いられている、空
くう

気
き

を送
おく

り込
こ

みながら下
げ

水
すい

中
ちゅう

の有
ゆう

機
き

物
ぶつ

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

を
きれいにする方

ほう

法
ほう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　化
か

学
がく

薬
やく

品
ひん

による浄
じょう

化
か

イ　微
び

生
せい

物
ぶつ

による浄
じょう

化
か

ウ　ろ過
か

による浄
じょう

化
か

エ　光
ひかり

触
しょく

媒
ばい

による浄
じょう

化
か

オ　煮
しゃ

沸
ふつ

による浄
じょう

化
か

問３０　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

に関
かん

する特
とく

徴
ちょう

として、正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれで
しょう。

ア　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

の広
ひろ

い範
はん

囲
い

で、地
ち

下
か

水
すい

の受
う

け皿
ざら

となる岩
がん

盤
ばん

の上
うえ

に地
ち

下
か

水
すい

をためる水
みず

を

通
とお

しやすい地
ち

層
そう

（帯
たい

水
すい

層
そう

）があります。

イ　白
しら

川
かわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

（大
おお

津
づ

町
まち

や菊
きく

陽
よう

町
まち

など）では粘
ねん

土
ど

層
そう

により、浅
あさ

い地
ち

下
か

水
すい

と深
ふか

い地
ち

下
か

水
すい

の二
に

階
かい

建
だ

て構
こう

造
ぞう

になっています。

ウ　地
ち

下
か

水
すい

が白
しら

川
かわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

から江
え

津
づ

湖
こ

まで流
なが

れるのに約
やく

3～5か月
げつ

程
てい

度
ど

かかるといわ

れています。

エ　熊
くま

本
もと

市
し

の水
すい

道
どう

水
すい

は、二
に

階
かい

建
だ

て構
こう

造
ぞう

の地
ち

下
か

水
すい

のうち、主
おも

に浅
あさ

い地
ち

下
か

水
すい

を水
すい

源
げん

にし

ています。

オ　阿
あ

蘇
そ

山
さん

の平
へい

均
きん

降
こう

水
すい

量
りょう

より、熊
くま

本
もと

市
し

の平
へい

均
きん

降
こう

水
すい

量
りょう

が多
おお

い。
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問３１　たくさんの空
くう

隙
げき

や亀
き

裂
れつ

がある非
ひ

常
じょう

に有
ゆう

能
のう

な帯
たい

水
すい

層
そう

で、熊
くま

本
もと

市
し

の水
すい

道
どう

水
すい

源
げん

の半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

の地
ち

下
か

水
すい

が汲
く

み上
あ

げられている地
ち

層
そう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　有
あり

明
あけ

粘
ねん

土
ど

層
そう

　　

イ　高
たか

遊
ゆう

原
ばる

溶
よう

岩
がん

層
そう

　　

ウ　砥
と

川
がわ

溶
よう

岩
がん

層
そう

　　

エ　布
ふ

田
た

層
そう

　　

オ　島
しま

原
ばら

海
かい

湾
わん

層
そう

問３２　熊
くま

本
もと

市
し

出
しゅっ

身
しん

の直
なお

木
き

賞
しょう

作
さっ

家
か

・光
みつ

岡
おか

明
あきら

の小
しょう

説
せつ

に、昭
しょう

和
わ

28年
ねん

（1953年
ねん

）の
白
しら

川
かわ

大
だい

水
すい

害
がい

（6.26水
すい

害
がい

）をテーマにした「湿
しつ

舌
ぜつ

」という作
さく

品
ひん

があります。
「湿

しつ

舌
ぜつ

」とはどんな意
い

味
み

でしょう。

ア　おいしい水
みず

で舌
した

を湿
しめ

らし喉
のど

を潤
うるお

すこと

イ　利
き

き酒
ざけ

のとき水
みず

で舌
した

を潤
うるお

すこと

ウ　舌
した

が湿
しめ

るほど湿
しつ

度
ど

が高
たか

いこと

エ　気
き

象
しょう

用
よう

語
ご

で前
ぜん

線
せん

が舌
した

のようなかたちで張
は

り出
だ

すこと

オ　川
かわ

の堤
てい

防
ぼう

が切
き

れ舌
した

のようなかたちで氾
はん

濫
らん

すること

問３３　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

の量
りょう

の現
げん

状
じょう

として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　地
ち

下
か

水
すい

量
りょう

保
ほ

全
ぜん

対
たい

策
さく

により、熊
くま

本
もと

市
し

が管
かん

理
り

する観
かん

測
そく

井
せい

の地
ち

下
か

水
すい

位
い

は回
かい

復
ふく

傾
けい

向
こう

にあ

ります。

イ　熊
くま

本
もと

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

の汲
く

み上
あ

げ量
りょう

は、20年
ねん

前
まえ

から増
ふ

え続
つづ

けています。

ウ　地
ち

下
か

水
すい

のかん養
よう

に重
じゅう

要
よう

な地
ち

域
いき

である熊
くま

本
もと

市
し

の南
なん

西
せい

部
ぶ

で非
ひ

かん養
よう

域
いき

の拡
かく

大
だい

が進
すす

ん

でいます。

エ　飽
あき

田
た

地
ち

区
く

など海
かい

岸
がん

に近
ちか

い地
ち

区
く

で、地
ち

下
か

水
すい

位
い

が低
てい

下
か

しつづけています。

オ　地
ち

下
か

水
すい

位
い

は、10月
がつ

に最
さい

低
てい

水
すい

位
い

、5月
がつ

に最
さい

高
こう

水
すい

位
い

になります。

２級問題.indd   10 2025/11/27   9:13:58



- 11 -

問３４　熊
くま

本
もと

市
し

では市
し

内
ない

各
かく

所
しょ

で地
ち

下
か

水
すい

位
い

の観
かん

測
そく

を行
おこな

っています。この観
かん

測
そく

を行
おこな

う
ために設

せっ

置
ち

されている地
ち

下
か

水
すい

観
かん

測
そく

局
きょく

は何
なん

地
ち

点
てん

あるでしょう。

ア　5　　

イ　10　　

ウ　15　　

エ　20　　

オ　25

問３５　熊
くま

本
もと

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

量
りょう

の保
ほ

全
ぜん

に関
かん

する取
とり

組
くみ

について、正
ただ

しいものは、次
つぎ

のう
ちどれでしょう。

ア　熊
くま

本
もと

市
し

は平
へい

成
せい

16年
ねん

（2004年
ねん

）1月
がつ

に大
おお

津
づ

町
まち

・菊
きく

陽
よう

町
まち

・地
じ

元
もと

土
と

地
ち

改
かい

良
りょう

区
く

などと

協
きょう

定
てい

を結
むす

び、地
ち

域
いき

の農
のう

家
か

の協
きょう

力
りょく

を得
え

て、転
てん

作
さく

した水
すい

田
でん

や、作
さく

付
つけ

前
ぜん

後
ご

の水
すい

田
でん

に水
みず

を張
は

ってもらう取
とり

組
くみ

を始
はじ

めました。

イ　家
か

庭
てい

や事
じ

業
ぎょう

所
しょ

などに降
ふ

った雨
あめ

を川
かわ

に放
ほう

流
りゅう

させる「雨
う

水
すい

浸
しん

透
とう

ます」の設
せっ

置
ち

に対
たい

し

て補
ほ

助
じょ

金
きん

を交
こう

付
ふ

しています。

ウ　平
へい

成
せい

20年
ねん

（2008年
ねん

）7月
がつ

から熊
くま

本
もと

市
し

条
じょう

例
れい

によって雨
う

水
すい

浸
しん

透
とう

ますや透
とう

水
すい

性
せい

舗
ほ

装
そう

、緑
りょく

地
ち

などの雨
う

水
すい

浸
しん

透
とう

施
し

設
せつ

の設
せっ

置
ち

が新
しん

築
ちく

などの際
さい

に努
ど

力
りょく

義
ぎ

務
む

とされています。

エ　熊
くま

本
もと

市
し

では、雨
あま

水
みず

をタンクにためて洗
せん

車
しゃ

や庭
にわ

の水
みず

やりに利
り

用
よう

する「雨
う

水
すい

貯
ちょ

留
りゅう

タ

ンク」の購
こう

入
にゅう

・設
せっ

置
ち

に補
ほ

助
じょ

金
きん

を交
こう

付
ふ

していましたが、令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

（2025年
ねん

度
ど

）

12月
がつ

現
げん

在
ざい

は廃
はい

止
し

されています。

オ　節
せっ

水
すい

型
がた

社
しゃ

会
かい

の形
けい

成
せい

を目
め

指
ざ

し、平
へい

成
せい

17年
ねん

度
ど

（2005年
ねん

度
ど

）から熊
くま

本
もと

市
し

民
みん

総
そう

参
さん

加
か

で

節
せっ

水
すい

に取
と

り組
く

む「節
せっ

水
すい

市
し

民
みん

運
うん

動
どう

」を実
じっ

施
し

しており、令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

（2025年
ねん

度
ど

）

12月
がつ

現
げん

在
ざい

、熊
くま

本
もと

市
し

民
みん

1
ひ と り

人1
いち

日
にち

あたりの生
せい

活
かつ

用
よう

水
みず

使
し

用
よう

量
りょう

を250L とする目
もく

標
ひょう

を掲
かか

げています。

問３６　熊
くま

本
もと

市
し

では地
ち

下
か

水
すい

の硝
しょう

酸
さん

性
せい

窒
ちっ

素
そ

削
さく

減
げん

のため、家
か

畜
ちく

排
はい

せつ物
ぶつ

を適
てき

正
せい

に処
しょ

理
り

する堆
たい

肥
ひ

センターを設
せっ

置
ち

しました。その堆
たい

肥
ひ

センターは何
なに

区
く

に設
せっ

置
ち

された
でしょう。

ア　中
ちゅう

央
おう

区
く

　　

イ　東
ひがし

区
く

　　

ウ　西
にし

区
く

　　

エ　南
みなみ

区
く

　　

オ　北
きた

区
く

２級問題.indd   11 2025/11/27   9:13:58
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問３７　公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

くまもと地
ち

下
か

水
すい

財
ざい

団
だん

の取
とり

組
くみ

について、次
つぎ

の説
せつ

明
めい

のうち、
誤
あやま

っているものはどれでしょう。

ア　地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

顕
けん

彰
しょう

制
せい

度
ど

では毎
まい

年
とし

、最
さい

優
ゆう

秀
しゅう

グランプリを選
えら

び顕
けん

彰
しょう

しています。

イ　使
し

用
よう

する地
ち

下
か

水
すい

量
りょう

を正
せい

確
かく

に把
は

握
あく

するための量
りょう

水
すい

器
き

設
せっ

置
ち

の助
じょ

成
せい

事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

うことで、

企
き

業
ぎょう

等
とう

の地
ち

下
か

水
すい

使
し

用
よう

の適
てき

正
せい

化
か

を推
すい

進
しん

しています。

ウ　水
すい

田
でん

オーナー制
せい

度
ど

とは、米
こめ

づくりを通
つう

じて、田
た

んぼと地
ち

下
か

水
すい

の保
ほ

全
ぜん

に参
さん

加
か

する

取
とり

組
くみ

です。

エ　冬
とう

期
き

湛
たん

水
すい

事
じ

業
ぎょう

とは稲
いね

刈
か

り後
ご

の11月
がつ

から3月
がつ

の5か月
げつ

間
かん

、水
すい

田
でん

に水
みず

を張
は

ることに

より地
ち

下
か

水
すい

をかん養
よう

することです。

オ　「ウォーターオフセット」とは地
ち

下
か

水
すい

を育
はぐく

む田
た

畑
はた

で栽
さい

培
ばい

された農
のう

産
さん

物
ぶつ

（農
のう

産
さん

加
か

工
こう

品
ひん

）や、それを食
た

べて育
そだ

った畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

を購
こう

入
にゅう

・消
しょう

費
ひ

することで、地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

につ

ながる取
とり

組
くみ

です。

問３８　次
つぎ

の水
みず

にかかわりのある「季
き

語
ご

」のうち、7・8・9月
がつ

の季
き

語
ご

でないも
のはつぎのうちどれでしょう。

ア　肥
ひ

後
ご

朝
あさ

顔
がお

　　

イ　肥
ひ

後
ご

菖
しょう

蒲
ぶ

　　

ウ　浮
うき

巣
す

　　

エ　随
ずい

兵
びょう

行
ぎょう

列
れつ

　　

オ　芭
ば

蕉
しょう

林
りん

問３９　豊
ぶ

前
ぜん

街
かい

道
どう

を往
おう

来
らい

する島
しま

津
づ

、細
ほそ

川
かわ

などの大
だい

名
みょう

が休
きゅう

憩
けい

所
じょ

として使
し

用
よう

したお茶
ちゃ

屋
や

は、現
げん

在
ざい

は熊
くま

本
もと

市
し

の記
き

念
ねん

館
かん

となっており、その敷
しき

地
ち

内
ない

には深
ふか

さ42ｍに
も達

たっ

する井
い

戸
ど

が現
げん

存
そん

しています。熊
くま

本
もと

水
みず

遺
い

産
さん

にも選
えら

ばれた、この井
い

戸
ど

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　明
あか

石
し

殉
じゅん

死
し

の井
い

戸
ど

イ　御
み

馬
ま

下
げ

の角
かど

小
ご

屋
や

の井
い

戸
ど

ウ　漱
そう

石
せき

の井
い

戸
ど

エ　山
さん

頭
とう

火
か

の井
い

戸
ど

（壺
つぼ

井
い

の井
い

戸
ど

）

オ　熊
くま

本
もと

城
じょう

の井
い

戸
ど

２級問題.indd   12 2025/11/27   9:13:58
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問４０　熊
くま

本
もと

市
し

は、平
へい

成
せい

23年
ねん

（2011年
ねん

）春
はる

の九
きゅう

州
しゅう

新
しん

幹
かん

線
せん

開
かい

業
ぎょう

を機
き

に、地
ち

下
か

水
すい

都
と

市
し

・熊
くま

本
もと

をＰＲする目
もく

的
てき

で、中
ちゅう

心
しん

市
し

街
がい

地
ち

各
かく

所
しょ

に「街
まち

なかの親
しん

水
すい

施
し

設
せつ

」を設
せっ

置
ち

しました。そのうち熊
くま

本
もと

市
し

役
やく

所
しょ

前
まえ

、熊
くま

本
もと

城
じょう

の長
なが

塀
べい

や坪
つぼ

井
い

川
がわ

を眺
なが

めながら、
冷
つめ

たい水
みず

を飲
の

むことができる施
し

設
せつ

の名
めい

称
しょう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　水
みず

手
て

まり　

イ　行
み

幸
ゆき

の水
みず

ウ　城
しろ

見
み

の水
みず

　

エ　せんばの水
みず

　　

オ　肥
ひ

後
ご

の水
みず

問４１　金
きん

峰
ぼう

山
ざん

系
けい

の湧
ゆう

水
すい

は、平
へい

成
せい

20年
ねん

（2008年
ねん

）6月
がつ

に「平
へい

成
せい

の名
めい

水
すい

百
ひゃく

選
せん

」に
選
せん

定
てい

されました。金
きん

峰
ぼう

山
ざん

系
けい

の湧
ゆう

水
すい

で、「天
てん

福
ぷく

寺
じ

」、「成
じょう

道
どう

寺
じ

」、「お手
ちょうず

水」、
「前

まえ

川
かわ

の井
い

川
がん

端
はた

」などがある地
ち

区
く

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　松
まつ

尾
お

　　　

イ　谷
たに

尾
お

崎
ざき

　　　

ウ　河
かわ

内
ち

　　　

エ　花
はな

園
ぞの

　　　

オ　島
しま

崎
さき

問４２　中
なか

無
む

田
た

閘
こう

門
もん

に関
かん

する次
つぎ

の説
せつ

明
めい

のうち誤
あやま

っているものはどれでしょう。

ア　熊
くま

本
もと

水
みず

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されています。

イ　緑
みどり

川
かわ

と加
か

勢
せ

川
がわ

を結
むす

ぶ運
うん

河
が

に設
せっ

置
ち

されています。

ウ　スエズ運
うん

河
が

と同
おな

じ方
ほう

法
ほう

で水
すい

位
い

を調
ちょう

整
せい

します。

エ　現
げん

役
えき

の閘
こう

門
もん

で木
もく

製
せい

ゲートを使
し

用
よう

しています。

オ　昭
しょう

和
わ

初
しょ

期
き

に六
ろっ

間
けん

堰
ぜき

が広
ひろ

げられたため、船
ふね

を通
とお

すために作
つく

られました。

問４３　熊
くま

本
もと

県
けん

指
し

定
てい

の重
じゅう

要
よう

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

であり、鎧
よろい

や兜
かぶと

を付
つ

けて水
すい

中
ちゅう

で戦
たたか

う武
ぶ

士
し

の
泳
えい

法
ほう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　細
ほそ

川
かわ

流
りゅう

踏
とう

水
すい

術
じゅつ

　

イ　小
こ

堀
ぼり

流
りゅう

踏
とう

水
すい

術
じゅつ

　　

ウ　肥
ひ

後
ご

流
りゅう

踏
とう

水
すい

術
じゅつ

　　

エ　坪
つぼ

井
い

流
りゅう

踏
とう

水
すい

術
じゅつ

　　

オ　有
あり

明
あけ

流
りゅう

踏
とう

水
すい

術
じゅつ

２級問題.indd   13 2025/11/27   9:13:58
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問４４　熊
くま

本
もと

市
し

地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

条
じょう

例
れい

（平
へい

成
せい

19年
ねん

条
じょう

例
れい

第
だい

60号
ごう

）は、熊
くま

本
もと

市
し

環
かん

境
きょう

基
き

本
ほん

条
じょう

例
れい

（昭
しょう

和
わ

63年
ねん

条
じょう

例
れい

第
だい

35号
ごう

）の趣
しゅ

旨
し

に基
もと

づき、市
し

民
みん

生
せい

活
かつ

にとってかけ
がえのない資

し

源
げん

である地
ち

下
か

水
すい

を よう、水
すい

質
しつ

及
およ

び水
すい

量
りょう

の両
りょう

面
めん

から地
ち

下
か

水
すい

の保
ほ

全
ぜん

を図
はか

ることにより飲
いん

料
りょう

水
すい

その他
ほか

市
し

民
みん

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な水
みず

を確
かく

保
ほ

し、
もって市

し

民
みん

の健
けん

康
こう

で文
ぶん

化
か

的
てき

な生
せい

活
かつ

に寄
き

与
よ

することを目
もく

的
てき

としています。
に入

はい

る言
こと

葉
ば

は次
つぎ

のうち、どれでしょう。

ア　すべての市
し

民
みん

が享
きょう

受
じゅ

できる

イ　より良
りょう

質
しつ

なものとなる

ウ　枯
こ

渇
かつ

することがない

エ　将
しょう

来
らい

にわたって市
し

民
みん

が享
きょう

受
じゅ

できる

オ　次
じ

世
せ

代
だい

に継
けい

承
しょう

できる

問４５　昭
しょう

和
わ

50年
ねん

（1975年
ねん

）、 水
すい

源
げん

地
ち

に隣
りん

接
せつ

する土
と

地
ち

に高
こう

層
そう

分
ぶん

譲
じょう

住
じゅう

宅
たく

団
だん

地
ち

の建
けん

設
せつ

が計
けい

画
かく

され、この計
けい

画
かく

に反
はん

対
たい

する市
し

民
みん

運
うん

動
どう

が起
お

こりました。こ
れを契

けい

機
き

として、昭
しょう

和
わ

51年
ねん

（1976年
ねん

）3月
がつ

、熊
くま

本
もと

市
し

議
ぎ

会
かい

は、市
し

民
みん

の貴
き

重
ちょう

な財
ざい

産
さん

である地
ち

下
か

水
すい

を後
こう

世
せい

まで守
まも

り伝
つた

えていくことを宣
せん

言
げん

する決
けつ

議
ぎ

を行
おこな

い
ました。 に入

はい

る名
めい

称
しょう

と、この決
けつ

議
ぎ

の組
く

み合
あ

わせとして、正
ただ

しいも
のは、次

つぎ

のうちどれでしょう。

ア　秋
あき

田
た

　－　地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

都
と

市
し

宣
せん

言
げん

に関
かん

する決
けつ

議
ぎ

イ　健
けん

軍
ぐん

　－　水
みず

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

都
と

市
し

宣
せん

言
げん

に関
かん

する決
けつ

議
ぎ

ウ　八
は け の み や

景水谷　－　地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

都
と

市
し

宣
せん

言
げん

に関
かん

する決
けつ

議
ぎ

エ　秋
あき

田
た

　－　水
みず

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

都
と

市
し

宣
せん

言
げん

に関
かん

する決
けつ

議
ぎ

オ　健
けん

軍
ぐん

　－　地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

都
と

市
し

宣
せん

言
げん

に関
かん

する決
けつ

議
ぎ

問４６　平
へい

成
せい

26年
ねん

（2014年
ねん)

）に施
し

行
こう

された「水
みず

循
じゅん

環
かん

基
き

本
ほん

法
ほう

」は、健
けん

全
ぜん

な水
みず

循
じゅん

環
かん

の維
い

持
じ

・回
かい

復
ふく

のための政
せい

策
さく

を包
ほう

括
かつ

的
てき

に推
すい

進
しん

することなどを目
もく

的
てき

としてい
ます。この法

ほう

律
りつ

で「健
けん

全
ぜん

な水
みず

循
じゅん

環
かん

の重
じゅう

要
よう

性
せい

について国
こく

民
みん

の理
り

解
かい

と関
かん

心
しん

を
深
ふか

める日
ひ

」として定
さだ

められた日
に

本
ほん

の「水
みず

の日
ひ

」はいつでしょう。

ア　3月
がつ

2
ふ つ か

日　　

イ　3月
がつ

22日
にち

　　

ウ　7月
がつ

1
ついたち

日

エ　8月
がつ

1
ついたち

日

オ　12月
がつ

3
み っ か

日
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問４７　令
れい

和
わ

4年
ねん

（2022年
ねん

）4月
がつ

、各
かっ

国
こく

の首
しゅ

脳
のう

級
きゅう

・閣
かく

僚
りょう

級
きゅう

、国
こく

際
さい

機
き

関
かん

の代
だい

表
ひょう

ら
が参

さん

加
か

し、様
さま

々
ざま

な水
みず

問
もん

題
だい

について議
ぎ

論
ろん

する国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

「第
だい

4回
かい

アジア・太
たい

平
へい

洋
よう

水
みず

サミット」が熊
くま

本
もと

市
し

で開
かい

催
さい

されました。この会
かい

議
ぎ

で採
さい

択
たく

された宣
せん

言
げん

の
名
めい

称
しょう

として正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

ア　熊
くま

本
もと

宣
せん

言
げん

イ　環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

都
と

市
し

宣
せん

言
げん

ウ　地
ち

下
か

水
すい

を守
まも

る宣
せん

言
げん

エ　地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

都
と

市
し

宣
せん

言
げん

オ　水
すい

道
どう

保
ほ

全
ぜん

宣
せん

言
げん

問４８　有
ゆう

機
き

フッ素
そ

化
か

合
ごう

物
ぶつ

であるペルフルオロオクタンスルホン酸
さん

（PFOS）や
ペルフルオロオクタン酸

さん

（PFOA）について、次
つぎ

の説
せつ

明
めい

のうち、誤
あやま

ってい
るものはどれでしょう。

ア　熊
くま

本
もと

市
し

では上
じょう

水
すい

道
どう

において令
れい

和
わ

3年
ねん

度
ど

（2021年
ねん

度
ど

）から定
てい

期
き

的
てき

に PFOS 及
およ

び

PFOA の検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しており、これまでに暫
ざん

定
てい

目
もく

標
ひょう

値
ち

を超
ちょう

過
か

したことはありま

せん。

イ　有
ゆう

機
き

フッ素
そ

化
か

合
ごう

物
ぶつ

は、水
みず

や油
あぶら

をはじく性
せい

質
しつ

や薬
やく

品
ひん

に強
つよ

い性
せい

質
しつ

を持
も

つため、フラ

イパンや包
ほう

装
そう

の表
ひょう

面
めん

処
しょ

理
り

剤
ざい

などの身
み

近
ぢか

な製
せい

品
ひん

、泡
あわ

消
しょう

火
か

剤
ざい

などに広
ひろ

く用
もち

いられて

きました。

ウ　国
こく

際
さい

的
てき

な条
じょう

約
やく

（残
ざん

留
りゅう

性
せい

有
ゆう

機
き

汚
お

染
せん

物
ぶっ

質
しつ

に関
かん

するストックホルム条
じょう

約
やく

（POPS 条
じょう

約
やく

））

に基
もと

づき、PFOS は 平
へい

成
せい

21年
ねん

（2009年
ねん

）に、PFOA は令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

（2019年
ねん

）

に廃
はい

絶
ぜつ

等
とう

の対
たい

象
しょう

とすることが決
き

められました。

エ　水
すい

道
どう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

等
とう

には、令
れい

和
わ

8年
ねん

（2026年
ねん

）4月
がつ

から PFOS 及
およ

び PFOA に関
かん

す

る水
すい

道
どう

水
すい

の水
すい

質
しつ

検
けん

査
さ

の実
じっ

施
し

及
およ

び基
き

準
じゅん

を遵
じゅん

守
しゅ

する義
ぎ

務
む

が課
か

されます。

オ　PFOS と PFOA は環
かん

境
きょう

中
ちゅう

で分
ぶん

解
かい

されやすく、蓄
ちく

積
せき

性
せい

も低
ひく

いとされています。
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問４９　熊
くま

本
もと

市
し

地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

条
じょう

例
れい

では、市
し

民
みん

等
とう

の責
せき

務
む

として市
し

が行
おこな

う地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

の取
とり

組
くみ

に協
きょう

力
りょく

しなければならないと規
き

定
てい

しています。その一
ひと

つとして、開
かい

発
はつ

行
こう

為
い

や建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の建
けん

築
ちく

を行
おこな

う方
かた

に、その土
と

地
ち

において雨
う

水
すい

浸
しん

透
とう

施
し

設
せつ

を設
せっ

置
ち

するよう義
ぎ

務
む

付
づ

けています。次
つぎ

のうち雨
う

水
すい

浸
しん

透
とう

施
し

設
せつ

に該
がい

当
とう

しないものはど
れでしょう。

ア　雨
う

水
すい

浸
しん

透
とう

ます

イ　雨
う

水
すい

浸
しん

透
とう

トレンチ

ウ　緑
りょく

化
か

ブロック

エ　緑
りょく

地
ち

帯
たい

オ　雨
う

水
すい

貯
ちょ

留
りゅう

タンク

問５０　熊
くま

本
もと

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

の取
とり

組
くみ

を更
さら

に推
すい

進
しん

し、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

や生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

の
損
そん

失
しつ

など、地
ち

球
きゅう

規
き

模
ぼ

で環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

へ対
たい

応
おう

すべく、令
れい

和
わ

5年
ねん

（2023年
ねん

）12
月
がつ

に初
はじ

めて熊
くま

本
もと

市
し

は「グリーン / ブルーボンド」を発
はっ

行
こう

しました。この「グ
リーン / ブルーボンド」に関

かん

する次
つぎ

の説
せつ

明
めい

のうち、誤
あやま

っているものはどれ
でしょう。

ア　令
れい

和
わ

5年
ねん

度
ど

（2023年
ねん

度
ど

）の発
はっ

行
こう

額
がく

は50億
おく

円
えん

です。

イ　グリーン / ブルーボンドの資
し

金
きん

は水
すい

源
げん

かん養
よう

林
りん

整
せい

備
び

に使
し

用
よう

されています。

ウ　グリーン / ブルーボンドの資
し

金
きん

は地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

に寄
き

与
よ

する水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

や公
こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

等
とう

の整
せい

備
び

に使
し

用
よう

されています。

エ　グリーン / ブルーボンドの資
し

金
きん

は河
か

川
せん

整
せい

備
び

（浸
しん

水
すい

被
ひ

害
がい

の防
ぼう

止
し

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた河
か

道
どう

拡
かく

幅
ふく

や排
はい

水
すい

路
ろ

整
せい

備
び

等
とう

）に使
し

用
よう

されています。

オ　グリーン / ブルーボンドの資
し

金
きん

は熊
くま

本
もと

城
じょう

の石
いし

垣
がき

の修
しゅう

復
ふく

に使
し

用
よう

されています。
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【解答方法】次のア・イ・ウ・エ・オのうち、正解と思うものを１つ⃝で囲んで下さい。

採　点　欄

点
※ここには記入しないで下さい。

受験番号 25-2- 氏 名

問１ ア イ ウ エ オ

問２ ア イ ウ エ オ

問３ ア イ ウ エ オ

問４ ア イ ウ エ オ

問５ ア イ ウ エ オ

問６ ア イ ウ エ オ

問７ ア イ ウ エ オ

問８ ア イ ウ エ オ

問９ ア イ ウ エ オ

問１０ ア イ ウ エ オ

問１１ ア イ ウ エ オ

問１２ ア イ ウ エ オ

問１３ ア イ ウ エ オ

問１４ ア イ ウ エ オ

問１５ ア イ ウ エ オ

問１６ ア イ ウ エ オ

問１７ ア イ ウ エ オ

問１８ ア イ ウ エ オ

問１９ ア イ ウ エ オ

問２０ ア イ ウ エ オ

問２１ ア イ ウ エ オ

問２２ ア イ ウ エ オ

問２３ ア イ ウ エ オ

問２４ ア イ ウ エ オ

問２５ ア イ ウ エ オ

問２6 ア イ ウ エ オ

問２７ ア イ ウ エ オ

問２８ ア イ ウ エ オ

問２９ ア イ ウ エ オ

問３０ ア イ ウ エ オ

問３１ ア イ ウ エ オ

問３２ ア イ ウ エ オ

問３３ ア イ ウ エ オ

問３４ ア イ ウ エ オ

問３５ ア イ ウ エ オ

問３６ ア イ ウ エ オ

問３７ ア イ ウ エ オ

問３８ ア イ ウ エ オ

問３９ ア イ ウ エ オ

問４０ ア イ ウ エ オ

問４１ ア イ ウ エ オ

問４２ ア イ ウ エ オ

問４３ ア イ ウ エ オ

問４４ ア イ ウ エ オ

問４５ ア イ ウ エ オ

問４６ ア イ ウ エ オ

問４７ ア イ ウ エ オ

問４８ ア イ ウ エ オ

問４９ ア イ ウ エ オ

問５０ ア イ ウ エ オ

第17回 くまもと「水」検定
2級試験 解答用紙
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第17回 くまもと「水」検定 2級試験 解答 各２点、１００点満点中、7０点以上が合格となります。

※問題文は簡略しています。

熊本市水保全課
TEL 096-328-2436

検定に関するお問い合わせ

①

①

②

②
②

③

③

問１　「平成の名水百選」として、熊本市から
□と金峰山湧水群が選ばれた。

　正解　イ　水前寺江津湖湧水群
問２　熊本地域の阿蘇火砕流堆積物（ＡＳＯ

１～４）は、４度の大きな噴火によりでき
た。この噴火は約何万年前に起きた？

　正解　ア　約27万年前から約9万年前にかけて
問３　加藤清正が行ったとされる主な治水・利水

事業と水系の組み合わせで、正しいものは？
　正解　ウ　江津塘 － 緑川水系
問４　水前寺成趣園を名づけたのは？
　正解　エ　細川綱利
問５　ひご野菜の名前で頭に水前寺がつかないものは？
　正解　オ　ねぎ
問６　「お酒の神様」こと野白金一は、良質な地下水で

生産される熊本の清酒づくりに尽力し、吟醸酒づ
くりにかかせない「□酵母」の開発に成功。

　正解　ア　熊本
問７　桧垣が拝んだという岩戸観音が祀られているお寺は？
　正解　ア　雲巌禅寺
問８　当時の送水ポンプ場の建物が昔のまま

の姿で残る、国の有形文化財に登録さ
れている建物は？

　正解　ア　水道記念館
問９　江津湖に生息する生物に関する説明の

うち、正しいものは？
　正解　エ　バラタナゴは外来種との雑種化など
　　　　　　　　により、絶滅が危惧されています。
問10 平安時代の女流歌人「桧垣」が使って

いたとされている井戸はどこに？
　正解　イ　蓮台寺
問11 鹿が白川を渡ったところが「渡鹿」。では

鹿が追い返されたところは？
　正解　エ　鹿帰瀬
問12 美里町の山間部を源とする延長28㎞の

一級河川であり、城南町ではこの水系の
良質な水と米で作られた名酒が生まれて
いるこの河川の名称は？

　正解　イ　浜戸川
問13 熊本市に存在する橋や堰に関する説明

のうち、誤っているものは？
　正解　ウ　渡鹿堰は緑川の水をせき止め、樋門を
　　　　　　　　通じて3つの井手に分水しています。
問14 水の説明として正しいものは？
　正解　ウ　地球上の水の総量のうち、淡水
　　　　　　はおよそ2.5％程度である。
問15 地球上の水の流れを□という。地球

上の水蒸気の約85％は□から、残り
約15％は□などから蒸発する。

　正解　エ　①水循環　②海　③陸地
問16 日本では、直径5ミリメートル未満の氷の粒を□、5

ミリメートル以上の氷の粒を□とよんでいます。
□は、大気の状態が不安定になりやすい、
□に発生しやすいです。

　正解　ア　①霰　②雹　③夏
問17 水の分子式「Ｈ2Ｏ」の名付け親となった

フランスの化学者は誰？
　正解　オ　ラボアジェ
問18 水面上にでている氷の体積は氷全体のうちどれくらい？
　正解　オ　約10分の１

問19　60歳以上の場合の身体の水の割合はおよそどれくらい？
　正解　イ　約50％
問20　バーチャルウォーターの説明として正しいのは？
　正解　ア　輸入した食料を自国内で作るとしたら
　　　　　　　　必要になる仮想の水の量のこと。
問21　世界各国の人口一人当りの水資源量が

日本とほぼ同じ国はどれ？
　正解　オ　フランス
問22　日本は外国と比べて降水量は多いもの

の、一人あたりの水資源量は決して
豊かな国とはいえない理由は？

　正解　エ　人口密度が高いから。
問23　日本の水事情に関する説明として正しいものは？
　正解　イ　日本の水利用の中心は河川水で、全体
　　　　　　　　の水使用量の9割近くを占めている。
問24　日本の水の利用状況や渇水及び洪水

の発生状況について、誤っているものは？
　正解　ウ　日本で1年間に使用される水の量は、
　　　　　　　　 生活用水が最も多いとされています。
問25　初めて上水道にろ過浄水施設が設置された国は？
　正解　オ　イギリス
問26　熊本市が主に行っている水道水の浄水方法は？
　正解　ウ　汲み上げた地下水に法律で定めら
　　　　　　   れた最低量の次亜塩素酸ナトリウム
　　　　　　　を加えて利用しています。
問27　熊本市の水道水供給量の約４分の１を

まかなう水源地は？
　正解　オ　健軍水源地
問28　災害時の各家庭での備えとしてすすめ

られている飲料水の備蓄量の目安は？
　正解　ウ　１日３リットル×家族の人数×３日分
問29　熊本市の浄化センターで主に用いられ

ている、空気を送り込みながら下水中の
有機物の大部分をきれいにする方法は？

　正解　イ　微生物による浄化
問30　熊本地域の地下水に関する特徴として、正しいものは？
　正解　ア　熊本地域の広い範囲で、地下水の受け
　　　　　　　　皿となる岩盤の上に地下水をためる水
　　　　　　　　を通しやすい地層（帯水層）があります。
問31　熊本市の水道水源の半分以上の地下

水が汲み上げられている地層は？
　正解　ウ　砥川溶岩層
問32　「湿舌」とはどんな意味？
　正解　エ　気象用語で前線が舌のような
　　　　　　かたちで張り出すこと
問33　熊本地域の地下水の量の現状として正しいものは？
　正解　ア　地下水量保全対策により、熊本
　　　　　　 市が管理する観測井の地下水位
　　　　　　　は回復傾向にあります。
問34　観測を行うために設置されている地下

水観測局は何地点？
　正解　エ　20
問35　熊本市の地下水量の保全に関する取組

について、正しいものは？
　正解　ア　熊本市は平成16年（2004年）１月に
　　　　　　　　大津町・菊陽町・地元土地改良区などと
　　　　　　　　協定を結び、地域の農家の協力を得て、
　　　　　　　　転作した水田や、作付前後の水田に水を
　　　　　　　　張ってもらう取組を始めました。
問36　熊本市の堆肥センターは何区に設置？
　正解　イ　東区

問37 公益財団法人くまもと地下水財団の取組
について、誤っているものは？

　正解　ア　地下水保全顕彰制度では毎年、最優秀
　　　　　　　　グランプリを選び顕彰しています。
問38 次の水にかかわりのある「季語」のうち、

７・８・９月の季語でないものは？
　正解　イ　肥後菖蒲
問39 豊前街道を往来する島津、細川などの大名

が休憩所として使用したお茶屋に現存する
熊本水遺産にも選ばれた、この井戸は？

　正解　イ　御馬下の角小屋の井戸
問40 熊本市役所前、熊本城の長塀や坪井川

を眺めながら、冷たい水を飲むことが
できる施設の名称は？

　正解　ウ　城見の水
問41 金峰山系の湧水で、「天福寺」、「成道寺」、

「お手水」、「前川の井川端」などがある地区は？
　正解　エ　花園
問42 中無田閘門に関する次の説明のうち

誤っているものは？
　正解　ウ　スエズ運河と同じ方法で
　　　　　　水位を調整します。
問43　熊本県指定の重要無形文化財であり、鎧

や兜を付けて水中で戦う武士の泳法は？
　正解　イ　小堀流踏水術
問44　熊本市地下水保全条例は、熊本市環境基本条例

の趣旨に基づき、市民生活にとってかけがえのない
資源である地下水を□よう、水質及び水量の両
面から地下水の保全を図ることにより飲料水その他
市民生活に必要な水を確保し、もって市民の健康
で文化的な生活に寄与することを目的としています。

　正解　エ　将来にわたって市民が享受できる
問45　昭和50年（1975年）、□水源地に隣接する

土地に高層分譲住宅団地の建設が計画され、
この計画に反対する市民運動が起こった。
名称と決議の組み合わせで正しいものは？

　正解　オ　健軍 － 地下水保全都市宣言
　　　　　　に関する決議
問46　「健全な水循環の重要性について国民

の理解と関心を深める日」として定めら
れた日本の「水の日」はいつ？

　正解　エ　８月１日
問47　「第4回アジア・太平洋水サミット」で採択

された宣言の名称として正しいものは？
　正解　ア　熊本宣言
問48　有機フッ素化合物であるペルフルオロオク

タンスルホン酸（PFOS）やペルフルオロオク
タン酸（PFOA）について誤っているものは？

　正解　オ　PFOSとPFOAは環境中で分解されや
　　　　　　　　すく、蓄積性も低いとされています。
問49　雨水浸透施設に該当しないものはどれ？
　正解　オ　雨水貯留タンク
問50　「グリーン/ブルーボンド」に関する説明

のうち、誤っているものは？
　正解　オ　グリーン/ブルーボンドの資金は熊本城
　　　　　　　　の石垣の修復に使用されています。
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